
 

 

 薬物乱用防止教室（３年生対象）を開催しました。 

  ６月 19日（月）に薬剤師会会長の村上信行先生を講師に，薬物乱用防止教

室を開催しました。 

 事前アンケートの結果 

Ｑ，タバコを吸ったことがありますか。 

  

  Ｑ，お酒を飲んだことがありますか。 

   

〔講演後の生徒の感想〕 

・ 今日の授業で、改めて薬物を乱用すること  

の恐ろしさを知ることができた。一回ぐら

いなら、大丈夫と思っても、その一回で人

生がめちゃくちゃになることが分かりました。 

・ 後悔しないように誘われても、しっかり断りたいと思しました。 

・ 一度でも薬物を使用すると、やめた後もフラッシュバックといって、薬物を

使っていた時のような状態になり、やめられなくなることがわかった。 

 

＊フラッシュバックとは，薬物の乱用をやめ，普通の生活に戻ったように見え

ても，ストレスや睡眠不足などささいなことがきっかけで，突然幻覚・妄想な

どの症状が再び現れること 
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主にお酒やたばこ，有機溶剤（シ

ンナー、ボンドなど），脱法ドラッグ，

大麻などをさして使われる言葉で

す。 

これらに手を出すことがきっかけ

（入口）となって，薬物への抵抗感

がなくなり，さらに強い刺激を求め，

より副作用や依存性の強いドラッグ

（合成麻薬や覚せい剤等）の使用に

つながりやすくなるといわれていま

す。 

＊脱法ドラッグとは 

店頭やインターネットなどで，芳

香剤，ビデオクリーナー，観賞用標

本，試薬などと称して販売されてい

る薬物のことです。 

“合法ドラッグ”とも呼ばれてい

ますが，決して合法などではなく，

その成分は覚せい剤や麻薬と非常に

よく似たものも多く，体に有害でと

ても危険な薬物ですだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



どんな相手でも、自分の意見をはっきり主張できる力を持っていれば，自分の心身

を危険から守ることができます。 

 

 

  

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献「近づかない手にしない 命を蝕む
むしば

ドラッグ乱用」少年写真新聞社 

友だちや先輩に誘われたら 

 仲の良い友だちや先輩など，身

近な人からの誘いほど断りにく

いものです。「仲間だろ」「みんな

もやってるよ」と誘われれば，危

険なことだとわかっていても，つ

い手を出してしまうかもしれま

せん。 

しかし，一度の乱用でも依存症

になったり，急性中毒で死に至る

ことがあります。また，忘れては

ならないのは，一度の乱用でも犯

罪になり，法律で罰せられるとい 

ということです。 

 

 知らない人に誘われたら 

薬物の売人は，きちんとした服装で悪いこ

とをしているように見えない人がほとんど

です。それに加えて，「これを使えば志望校

に合格できる」「イライラがすっきりするよ」

など心のすきをついた言葉で優しく話しか

けてきます。 

相手は薬物を売りつけるプロですから，立

ち止まってしまうと相手のペースに巻き込

まれるかもしれません。このような場合は，

立ち止まらず断る，無視する，その場から逃

げることが賢明です。 



薬物乱用少年のアンケート結果より（複数回答） 

 

も多く，ついで１度やってみたかったが 110人などの順になっている。 

覚せい剤をどこで覚えたかでは，複数の回答があり，友人に誘われたが 155

人で最も多く，ついで先輩から勧められたが 98人などの順になっている。 

（千葉県警察資料より） 

（神奈川県警察資料より）                      

 

 

 

 

 

  

 

 

覚せい剤乱用の理由・動機では、複数の回答があり、友人等に誘わ

れてが 128人で最も多く、次いで一度やってみたかったが 110人など

の順となっています。 

 

平成８年から平成

１４年までに覚せい

剤で検挙された少年

368 人のうち，意識調

査に応じた 361 人の

調査結果がでた。 

覚せい剤乱用の理

由・動機では，複数の

回答があり，友人に誘

われたが 128 人で最 

 

 きっぱりと『いやだ！』と断りましょう。 

 「友だちがやっているから」，「友だちに嫌われるから」と思っても，はっきり

勇気を持って断りましょう。友だちからどんなに誘われたも，自分の体，自分の 

一生を大切にしましょう。 

薬物をすすめられたら 



 

 国立精神・神経医療研究センターが，2012年 10月中に全国 235校の中学生全 

生徒を対象に行った調査（124校より 54,486人の有効回答）では，120人(0.2%)

が脱法ドラッグの使用経験があると回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生であっても身近に脱法ドラックが存在していることがわかります。 

 

 

「脱法ドラッグ」についての中学生の意識調査・乱用の実態 

  

「脱法ドラッグ」に誘われたことがある 

      404 人(0.7%) 

「脱法ドラッグ」は入手可能である 

     8,519 人(15.6%) 

資料：国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 

「飲酒・喫煙・薬物乱用に関する全国中学生意識・実態調査」(2012)より 

2012 


